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第１ 章　 歴史的風致形成の背景

　 １ ． 自然的環境

　（ １ ） 位置

　 本市は、 福島県の南部中央に位置し、 東は矢

や

吹

ぶき

町

まち

・ 泉

いずみ

崎

ざき

村

むら

・ 中

なか

島

じ ま

村

むら

・ 石

いし

川

かわ

町

まち

・ 浅

あさ

川

かわ

町

まち

、

西は西

にし

郷

ごう

村

むら

、 北は天

てん

栄

えい

村

むら

、 南は棚

たな

倉

ぐら

町

まち

・ 栃

と ち

木

ぎ

県

けん

那

な

須

す

町

まち

に接している。 市の中心部から福島

市まで約90㎞、 郡

こおり

山

やま

市

し

まで約40㎞の距離にある。 また、 東京までは約185㎞で、 新幹線で

約1時間20分の距離にある。

　 現在の市域は、 平成17年（ 2005） に合併した白河地域（ 旧白河市）、 表郷地域（ 旧表郷

村）、 大信地域（ 旧大信村）、 東地域（ 旧東村） の4地域で構成さ れている。 東西は約30

㎞、 南北は約30㎞にわたり 、 総面積305.32㎢の約半分を山林が占めている。

　 市役所本庁舎所在地は、 北緯37度7分35秒、 東経140度12分39秒に位置する。
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　（ ２ ） 地形・ 地質

　 本市の面積は305.32㎢で、 田園風景が広がる海抜300 ～ 400mの平地と 400 ～ 600mの

丘陵・ 山岳地帯で大部分が形成されており 、 最高標高は大

たい

信

しん

地域西北端にある権

ごん

太

た

倉

く ら

山

やま

の

976.3mとなっている。

　 西に那須山系、 南には八

や

溝

みぞ

山

さ ん

地

ち

が連なり 、 1級河川には白河地域中心部から東地域北部

に流れる阿

あ

武

ぶ

隈

く ま

川

がわ

や表郷地域を東西に流れる社

やしろ

川

がわ

、 大信地域を東西に流れる隈

く ま

戸

ど

川

がわ

などが

ある。 これらの豊かな緑と水に囲まれた標高300 ～ 1,000mにある高原地帯で、 阿武隈川

の源として那須山系が蓄えた清冽な水が豊富な土地柄である。

　 阿武隈川の河川流域を中心に市街地が形成されているが、 特に市域北東部の阿武隈川流

域には広大な農地等が広がり 、 森林地帯がこれらを包み込んでいる。

　 市街地や既存集落地からは、 那須山系、 八溝山地がスカイラインを形づく っており 、 特

に既存集落地においては、 河川と水田及び里山により郷土的な景観や自然的環境が保全さ

れている。

　 白河市周辺地形図
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　 白河市の地質は、 もっとも古い時代のものは、 約2億年前の中生代ジュラ紀までさかの

ぼり 、 この時代を示す砂岩やチャート などの堆積岩とそれに貫入する中生代白亜紀の花崗

岩が白河市南部の八溝山地を中心とした地域に分布している（ 八溝層群）。

　 白河市北部を中心とした地域には、 海底の火山活動によって形成された新第三紀中新世

のグリーンタフ（ 緑色凝灰岩） からなる小田川層が分布している。

　 第三紀末からは隆起がはじまり 、 第四紀に入ると隆起部での火山活動が激し く なった。

市の北部を中心にした地域には、 古い那須山の二岐山付近を中心にした噴火の火砕流堆積

物から成る石英安山岩質溶結凝灰岩が分布している（ 白河層）。 この凝灰岩は「 白河石」

と呼ばれ、 小峰城の石垣をはじめ、 石塔や石灯籠、 墓石など、 市内の各地で石材として利

用されている。

　 更新世の半ばからは、 阿

あ

武

ぶ

隈

く ま

川

がわ

とその支流の浸食とその後の砂礫の堆積により 、 河岸段

丘が形成された。 現在、 この段丘面が住宅地や農地として利用されている。
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白河市周辺の地質図
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　（ ３ ） 気象

　 本市の気候は、 夏は涼し く 、 冬は季節風の影響で寒さが厳しいが積雪量は少ない。

　 平成27年（ 2015） から令和元年（ 2019） までの期間における統計では、 年間平均気温

は12.4℃、 最高気温は平成27年（ 2015） 8月の35.9℃、 最低気温は平成30年（ 2018） 1月

の－10.3℃であり 、 年間平均降水量は

1,424㎜となっている。

　 また、 月別の気象では、 8月の平均気

温が最も高く 23.9℃、 1月の平均気温が

最も低く 0.8℃であり 、 降水量が最も多

い のは10月の214.2㎜、 次い で9月の

211.0㎜となっている。

２ ． 社会的環境

　（ １ ） 白河市の変遷

　 明治22年（ 1889） 4月に、 町村制施行により 「 白

し ら

河

かわ

町

まち

」 が成立した。 当時の町の人口は

約1万1,000人であった。 同時に表

おもて

郷

ごう

地域には金

かね

山

やま

村

むら

・ 社

やしろ

村

むら

・ 古

こ

関

せき

村

むら

が、 大

たい

信

し ん

地域には信

しの

夫

ぶ

村

むら

・ 大

おお

屋

や

村

むら

が、 東

ひがし

地域には小

お

野

の

田

だ

村

むら

・ 釜

かまのこむら

子村がそれぞれ合併により誕生した。

　 昭和24年（ 1949） 4月、 白河町は大

おお

沼

ぬま

村

むら

と合併して市制を施行、 のちに白

し ら

坂

さか

村

むら

・ 小

こ

田

た

川

がわ

村

むら

と合併し、 昭和30年（ 1955） の3

月に五

ご

箇

か

村

むら

、 8月に表郷村の一部を

編入して旧白河市の枠組みが形作ら

れた。

　 昭和30年（ 1955） に表郷地域で

金山村・ 社村・ 古関村の3村が合併

して「 表郷村」 が成立、 大信地域で

は信夫村・ 大屋村の2村が合併し

「 大信村」 が、 東地域では小野田

村・ 釜子村の2村が合併し 「 東村」

が成立した。

　 昭和44年（ 1969） に は、 白 河

市・ 表郷村・ 大信村・ 東村を含む西

白河郡の1市1町6村が県内で初めて

「 広域市町村圏」 の指定を受け、 翌

45年（ 1970） には東

ひがし

白

し ら

川

かわ

郡

ぐん

の3町1

合併前後の市町村範囲
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村を加え、 県南地方の均衡ある発展を目指した。

　 そし て平成17年（ 2005） 11月7日、 白河市・ 表郷村・ 大信村・ 東村が合併し 、 新たな

「 白河市」 が誕生した。 なお、 現在は合併前の旧市村を地域単位とし 、 白河地域、 表郷地

域、 大信地域、 東地域と呼んでいる。
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　（ ２ ） 土地利用

　 本市の市域面積は、 305.32㎢であり 、 森林の57.2％と農地の19.1％を合わせると、 全体

の4分の3以上を占める。 また、 宅地が全体に占める割合は5.8％程度となっている。

資料： 白河市国土利用計画

　（ ３ ） 人口動態

　 平成27年（ 2015） の本市の人口は61,913人で、 平成2年（ 1990） から平成27年（ 2015）

までの期間における国勢調査結果によると 、 平成12年（ 2000） までは人口が増加傾向に

あったが、 平成17年（ 2005） 以降は減少に転じている。

　 また、 年齢別人口の推移については、 0 ～ 14歳の年少人口と15 ～ 64歳の生産年齢人口

が減少しているのに対し、 65歳以上の老年人口が増加しており、 少子高齢化の傾向が顕

著に見られる。
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平成２ 年 平成７ 年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

白河地域 45,646 46,544 47,685 47,854 47,771 45,514

表 郷地域 7,384 7,607 7,464 7,111 6,767 6,313

大 信地域 4,865 5,014 4,886 4,789 4,451 4,214

東 地 域 5,944 5,990 6,013 5,953 5,715 5,316

総 人 口 63,839 65,155 66,048 65,707 64,704 61,913

（ 単位： 人）

資料： 国勢調査

年齢別 平成２ 年 平成７ 年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

0 ～ 14歳

人　 口 13,868 12,641 11,253 10,311 9,501 8,071

割　 合 21.7% 19.4% 17.0% 15.7% 14.7% 13.0%

15 ～ 64歳

人　 口 41,607 42,006 42,325 41,668 40,373 37,135

割　 合 65.2% 64.5% 64.1% 63.4% 62.4% 60.0%

65歳～

人　 口 8,353 10,467 12,470 13,723 14,682 16,151

割　 合 13.1% 16.1% 18.9% 20.9% 22.7% 26.1%

人口合計 63,828 65,114 66,048 65,702 64,556 61,357

※年齢不詳を除く （ 単位： 人）

資料： 国勢調査
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　（ ４ ） 交通機関

　 主要な道路網については、 南北に縦断する形で国道294号（ 千葉県柏市～福島県会津若

松市） 及び国道4号（ 東京都中央区～青森県青森市） が、 東西に横断する形で国道289号

（ 新潟県新潟市～福島県いわき市） が伸び、 国道4号に沿う よう に東北自動車道が走って

いる。 また、 平成26年（ 2014） 度より 、 白河市街地を南北に縦断する国道294号白河バイ

パスの整備が始まり 、 開通により今後さらなる利便性向上が見込まれる。

　 路線バスについては、 福島交通・ Ｊ Ｒバス関東が、 白河駅や新白河駅を中心として市内

各所を結んでいるほか、 各地域では白河市循環バスや表

おもてごう

郷地域巡回バス、 大

たい

信

し ん

地域自主運

行バス、 東

ひがし

地域巡回バスといったコミ ュニティ バスが運行され、 鉄道駅や医療施設・ 商業

施設、 市役所・ 庁舎などを結んでいる。

　 鉄道は、 白

し ら

河

かわ

駅

えき

・ 白

し ら

坂

さか

駅

えき

・ 久

く

田

た

野

の

駅

えき

の3駅があり 、 Ｊ Ｒ東北本線（ 東京都千代田区～岩

手県盛岡市） が通っている。 また、 東北新幹線（ 東京都千代田区～青森県青森市） の停車

駅である新

し ん

白

し ら

河

かわ

駅

えき

（ 西郷村） が近く 、 首都圏への利便性がよい。

年齢別 令和２ 年 令和７ 年 令和12年 令和17年 令和22年

0 ～ 14歳

人　 口 7,185 6,609 6,131 5,709 5,363

割　 合 12.1% 11.5% 11.1% 10.8% 10.7%

15 ～ 64歳

人　 口 34,641 32,219 30,318 28,482 26,135

割　 合 58.1% 56.0% 54.7% 53.7% 51.9%

65歳～

人　 口 17,776 18,720 18,931 18,799 18,823

割　 合 29.8% 32.5% 34.2% 35.5% 37.4%

人口合計 59,602 57,548 55,380 52,990 50,321

（ 単位： 人）

資料： 白河市人口ビジョ ン（ 国立社会保障・ 人口問題研究所） を基に独自推計
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本市の主要な交通網
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　（ ５ ） 産業

　 本市は、 県内有数の製造品出荷額を誇る工業を基幹的産業として、 農業、 商業など多様

な産業が展開されている。

　 産業別就労者の状況については、 第1次産業・ 第2次産業の就労者数が減少傾向と なっ

ていたが、 平成22年（ 2010） から平成27年（ 2015） では下げ止まりの兆候が見られる。

　 産業別就労者の割合では、 第2次産業が全体の3割以上を占め、 全国平均や福島県平均

を大きく 上回っている。 これは、 白河・ 表

おもて

郷

ごう

・ 大

たい

信

し ん

・ 東

ひがし

の各地域で工業団地が整備され、

市内各所に立地する工場等が第2次産業の就業の場と なっているためである。 また、 第1

次産業についても、 県平均には及ばないものの、 県内の人口上位4都市と比べると高い状

況となっている。

資料： 国勢調査

　（ ６ ） 観光

　 本市は、「 みちのく の玄関口」 と して知られ、 白

し ら

河

かわ

関

のせき

跡

あと

や南

なん

湖

こ

公

こう

園

えん

、 小

こ

峰

みね

城

じ ょ う

跡

あと

に代表

される歴史的遺産と豊かな自然に囲まれている。 また、 白

し ら

河

かわ

提

ちょ う

灯

ちん

まつり （ 鹿

か

嶋

し ま

神

じ ん

社

じ ゃ

例

れい

大

たい

祭

さ い

） や白

し ら

河

かわ

だるま市

いち

（ 市

いち

神

がみ

祭

さ い

） などの祭礼行事、 白河そばや白河ラーメ ンなどの粉物食文

化も継承され、 豊富な地域資源を有している。

　 平成21年（ 2009） から平成30年（ 2018） までの観光入込客数の推移を見ると 、 東日本

大震災が発生した平成23年（ 2011） は大幅に減少したものの、 平成25年（ 2013） から平

成28年（ 2016） にかけ増加し、 現在は震災前の水準を上回って推移している。

　 南北朝時代に結

ゆう

城

き

親

ちか

朝

と も

により築かれた小峰城をはじめ、 松

まつ

平

だいら

定

さ だ

信

のぶ

が築造した南湖、 多

く の和歌に詠まれた歌枕として名高い白河関は、 本市を代表する歴史遺産として多く の観

光客が訪れ、 と く に南湖公園の入込客数は本市の総入込客数の約4割を占めている。

　 このことから、 白河藩主である松

まつ

平

だいら

定

さだ

信

のぶ

が「 士

し

民

みん

共

きょ う

楽

ら く

」 の理念を掲げて築造した南湖

が、 1年を通じて楽しむことができる行楽の地として多く の人に愛されてきたことが分か

る。
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　 イベント に関しては、 例年2月11日に開催される白河だるま市や、 隔年9月に開催され

る白河提灯まつり といった年中行事や祭礼に加え、 平成26年（ 2014） から開催されてい

るしらかわキャラ市等、 テーマに沿ったイベント が多数行われている。

年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

南湖公園 456,516 452,714 249,382 385,220 422,020 447,100 479,740 482,780 482,460 483,420

小 峰 城

三 重 櫓

71,296 67,821 5,478 - - - 68,154 85,600 80,782 87,140

白河関の

森 公 園

70,055 59,210 30,967 40,092 48,458 62,758 74,941 86,769 93,372 103,023

（ 単位： 人）

資料： 福島県商工労働部観光交流局観光交流課「 福島県観光客入込状況」

年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

入込客数 1,079,080 1,003,303 646,881 948,070 907,715 1,146,838 1,239,207 1,464,700 1,191,196 1,272,871

（ 単位： 人）

資料： 福島県商工労働部観光交流局観光交流課「 福島県観光客入込状況」
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年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

白河だるま市 160,000 125,000 130,000 150,000 150,000 150,000 160,000 170,000 150,000 150,000

白 河 提 灯

ま つ り

140,000 30,000 - 120,000 - 122,000 - 120,000 - 140,000

し ら か わ

キ ャ ラ 市

- - - - - 132,000 170,000 185,000 130,000 50,000

まるごと白河 19,000 19,000 21,000 18,000 35,000 15,000 15,000 34,000 3,500 20,000

し ら か わ 魂 - 30,000 15,000 12,000 20,000 20,000 30,000 25,000 10,000 20,000

大昭和まつり - 10,000 - 8,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 -

（ 単位： 人）

資料： 福島県商工労働部観光交流局観光交流課「 福島県観光客入込状況」
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３ ． 歴史的環境

　（ １ ） 白河の歴史

　 ①古代の白河　 －陸奥国白河郡の成立－

　 白河市街地の東部の舟

ふな

田

だ

地区には、 6世紀後半の古墳としては東北地方最大規模を誇る

下

し も

総

う さ

塚

づか

古墳（ 前方後円墳） が存在し、 これは『 国

こ く

造

ぞう

本

ほん

紀

ぎ

』 に記された白

し ら

河

かわの

国

く にの

造

みやつこ

の墓である

可能性が高いと考えられている。 また、 下総塚古墳に近接して確認された舟

ふな

田

だ

中

なか

道

みち

遺跡の

豪族居館跡は、 出土品の推定年代から下総塚古墳被葬者の次世代を担った豪族の本拠であ

ることが確認された。

　 白河市の南端旗

はたじ ゅく

宿の地には、 国の史跡である白

し ら

河

かわの

関

せき

跡

あと

がある。 設置された年代は、 承

和2年（ 835） の『 太政官符』 の「 旧記ヲ検スルニ剗

せき

ヲ置キテ以来、 今ニ四百余歳」 の記

載から推定すれば5世紀中頃とする説があるが、 発掘調査の成果や文献資料から推測する

と、 8 ～ 9世紀の奈良・ 平安時代頃に機能していたと考えられる。

　 大

たい

化

かの

改

かい

新

し ん

（ 大化元年（ 645）） の後、 律令制の導入と と もに国・ 郡・ 里の地方行政組織

が確立された。 古代白河郡は17の郷から構成される陸奥国最大規模の郡で、 7世紀末頃に

は古代白

し ら

河

かわ

郡

ぐん

衙

が

が泉

いずみざき

崎村

むら

関

せき

和

わ

久

ぐ

に設けられ、 現在の借

かり

宿

やど

廃

はい

寺

じ

跡

あと

は白

し ら

河

かわ

郡

ぐん

衙

が

の付属寺院とし

て建立されたと考えられている。 古代白河郡の範囲は、 現在の白河市、 西

にし

白

し ら

河

かわ

郡

ぐん

（ 西

にし

郷

ごう

村

むら

・ 泉

いずみざき

崎村

むら

・ 中

なか

島

じ ま

村

むら

・ 矢

や

吹

ぶき

町

まち

）、 東

ひがし

白

し ら

川

かわ

郡

ぐん※

（ 棚

たな

倉

ぐら

町

まち

・ 矢

や

祭

まつり

町

まち

・ 塙

はなわ

町

まち

・ 鮫

さ め

川

がわ

村

むら

）、 石

いし

川

かわ

郡

ぐん

（ 石

いし

川

かわ

町

まち

・ 玉

たま

川

かわ

村

むら

・ 平

ひら

田

た

村

むら

・ 浅

あさ

川

かわ

町

まち

・ 古

ふる

殿

どの

町

まち

） と茨

いばらき

城県

けん

大

だい

子

ご

町

まち

をあわせた非常に広い地域

であった（『 和

わ

名

みょ う

類

るい

聚

じ ゅう

抄

し ょ う

』）。

　 平成20年（ 2008） に発掘された野

の

地

じ

久

く

保

ぼ

古

こ

墳

ふん

は、 谷

や

地

ち

久

く

保

ぼ

古

こ

墳

ふん

と同時期の終末期古墳

であるとともに、 東北初の上円下方墳であることが判明し 、 白河が律令国家体制の北の要

の地であったことが示された。

※東

ひがし

白

し ら

川

かわ

郡

ぐん

は、 もと もと 白河郡の一部であったが、 10世紀半ばまでに高

たか

野

の

郡

ぐん

と して分離

された。 高

たか

野

の

郡

ぐん

は寛文年間に再び白河郡に吸収されるが、 元禄年間には再度分離し、 白

し ら

川

かわ

郡

ぐん

となった。 その後、 明治12年（ 1879） に白川郡から東白川郡に改称した。
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　 10世紀に入ると、 これらの官衙や関などは施設としての機能を失ったと推測されるが、

白

し ら

河

かわの

関

せき

跡

あと

については、 律令国家の衰退と前後するよう に文学の世界で歌枕として憧憬の地

となり 、 多く の歌に詠まれ続けている。

下総塚古墳（ 前方後円墳） 白河関跡遠景

借宿廃寺跡

野地久保古墳（ 上円下方墳） 発掘状況

古代白河郡の範囲図



23

第

１

章

第１ 章

　 ②中世の白河　 －白河荘の成立と白河結城家－

　 古代白河郡は前述のとおり非常に広い地域であったが、 律令制の衰退にともなって行政

区画としての機能を失い荘園が分立し、 11世紀後半から12世紀にかけて白河荘、 石川荘、

高野荘（ のち依上保と高野郡に分裂） に分かれたと考えられている（『 白河市史一』）。

　 白河荘は現在の白河市・ 西白河郡の地域に相当し、 平安時代末期には藤

ふじ

原

わらの

信

のぶ

頼

より

・ 平

たいらの

重

し げ

盛

もり

（ 清

きよ

盛

もり

の長男）、 後

ご

白

し ら

河

かわ

天

てん

皇

のう

など皇室や都の有力者の荘園になったと推定さ れている

（「 吾妻鏡」 文治4年（ 1188） 3月条）。

　 このよう にして平安時代末期に成立した白河荘は、 以後に続く 鎌倉時代から南北朝時代

を経て室町時代に至る「 中世」 の行政単位となっていった。

　 下

し もう さのく に

総国結

ゆう

城

き

郡

ぐん

（ 茨城県結城市） を本拠とする結

ゆう

城

き

朝

と も

光

みつ

は、 源

みなもとの

頼

より

朝

と も

が奥州藤原氏を滅ぼ

し た「 奥州合戦」（ 文治5年（ 1189）） に従軍し 、 戦功をあげ、 白河荘を賜ったと さ れる

（「 結城家譜」 ほか）。 ここが、 約400年に及ぶ結城家と白河の関係の起点と なった。 朝光

は、 鎌倉幕府の評定衆に就任するなど幕政に重きをなした。

　 鎌倉時代中期以降になると 、 結城家の庶子が白河に移住し始めるよう になり 、 阿

あ

武

ぶ

隈

く ま

川

がわ

の南岸（ 南方） と北岸（ 北方） に郷村の開発を進めていったと推測されている （『 白河市

史一』）。

　 白河結城家の祖と される祐

すけ

広

ひろ

（ 朝

と も

光

みつ

の孫） は13世紀後半に白河に下向したと伝えられ、

その子宗

むね

広

ひろ

の時代まで「 白河荘南方」 の地頭職として大村郷（ 白河市大地区） をはじめと

した10程度の郷村を支配しており、 一方「 北方」 は一族の結

ゆう

城

き

盛

もり

広

ひろ

が富

とみ

沢

ざわ

郷

ごう

（ 現在の大

たい

信

し ん

下

し も

小

こ

屋

や

付近） を本拠とし、 同様に10程度の郷村を支配していたとされる。

　 し かし 、 白河荘の中心である金

きん

勝

し ょ う

寺

じ

（ 荒砥崎） は結城家惣領が領し 、 周辺の関

せき

（ 旗

はた

宿

じ ゅく

）・ 小

こ

田

た

川

がわ

・ 田

た

島

じま

なども他の結城諸家が支配していた（『 白河市史一』）。

　 このよう に鎌倉時代の白河荘は、 結城家という武士団の一族により現在につながる郷村

鎌倉時代後期の白河荘 結城朝光肖像（ 称名寺蔵）
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の開発が行われていったが、 この段階においては、 白河結城家はまだ結城一族のう ちの一

家という 状況であり 、 地域に台頭するには至っていなかった。

　 白河結城家が台頭するのは、 祐

すけ

広

ひろ

の子、 宗

むね

広

ひろ

の時代である。 宗広は、 後

ご

醍

だい

醐

ご

天皇の鎌倉

幕府倒幕の命に従い、 鎌倉を攻める新

にっ

田

た

義

よし

貞

さ だ

らに呼応して幕府を滅亡に追い込んだ。 後醍

醐天皇の信頼を得た宗広は結城家の「 惣領」 となるよう命じられ、 天皇に反旗を翻した足

あし

利

かが

尊

たか

氏

う じ

と戦ってこれを破り 、 天皇から 「 公

こ う

家

か

（ 天皇家） の宝」 とまで賞賛されている。

　 その後、 天皇主導の政治（ 建武政権） に反感を持つ武士層を糾合して勢力を盛り返した

尊氏は、 後醍醐天皇を吉野に追いやり 、 後醍醐天皇の南朝と尊氏の北朝が対立する南北朝

内乱時代を迎えるが、 宗広は一貫して南朝側につき、 南朝勢力の立て直し を図ろう と し

た。

　 しかし、 南朝勢力の退潮により宗広の子親

ちか

朝

と も

は尊氏による北朝・ 武家政権への転身を図

り 、 家の存続に腐心し た。 この建武元年（ 1334） から明徳3年（ 1392） の約60年にわた

る南北朝内乱期を経て、 白河結城家は白河荘全体を掌握・ 領有した（『 白河市史一』）。 ま

た、 南朝後醍醐天皇・ 北朝足利尊氏の両政権から福島県中通り一帯の軍事警察権を行使す

る検断職に任じられ、 その職権を背景に、 室町時代には奥州南部から北関東にまで勢力を

伸ばし 、 室町幕府やその出先機関である鎌倉府から南奥の雄として認識されるに至った。

　 南北朝内乱期を経て室町時代中期に至る時代は、 白河結城家がその勢力を最大に伸ば

し 、 北関東から南奥にかけての諸勢力の盟主的存在として君臨した時代であり 、 白河を中

心とした南奥地域が政治的にも安定した時代であった。

　 政治の安定は文化の発展をもたらした。 連歌師宗

そう

祇

ぎ

は白河結城家の当主、 直

なお

朝

と も

に招かれ

て白河に下った際の出来事を 「 白河紀行」 と して残しているほか、 文明13年（ 1481） 春

に白河結城家の氏神、 白河鹿嶋神社で行われたいわゆる「 白河万句興行」 は当主である政

まさ

朝

と も

が催した連歌興行で、 結城一門だけでなく 家臣団も連歌の嗜みを身につけていたことが

分かる（『 白河市史一』）。

　 また、 同社別当の最

さい

勝

し ょ う

寺

じ

に伝来した「 銅造十一面観音立像」（ 像高： 80.8㎝） や「 銅造

十一面観音懸仏」（ 直径104.3㎝） は室町時代に制作された銅造の作品としては東北地方で

も有数の大きさであることから、 製作年代や周辺の武士団の勢力など、 時代的背景から白

河結城家の寄進であることが確実視されるものであり 、 その繁栄を確認することができる

貴重な文化財である。

　 応仁元年（ 1467） に起こった応仁の乱をきっかけにして全国に波及した争乱状態（ 戦

国時代） は白河結城家にも及んだ。 永正7年（ 1510） に起こった「 永

えい

正

し ょ う

の変

へん

」 は一族の小

峰家が惣領の結

ゆう

城

き

政

まさ

朝

と も

を那須に追放した事件であり 、 小峰家の血統による新たな「 白河結

城家」 が創設された出来事とされている（『 白河市史一』）。

　 この争乱により 、 白河結城家の周辺勢力への影響力は弱まり 、 白河の南東部は常陸の佐
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竹氏、 北西部は会津の葦

あし

名

な

氏、 北部では伊

だ

達

て

氏が勢力を拡大するとともに、 白河結城家の

支配領域は徐々に狭まり 、 佐竹氏、 葦名氏を経て最終的には伊達氏に付く に至った。 そし

て天正18年（ 1590）、 豊臣秀吉による奥羽仕置で白河結城家は改易となり、 白河結城家の

白河地方の支配は幕を閉じた。

鹿嶋神社

旧最勝寺観音堂

銅造十一面観音懸仏（ 龍蔵寺蔵）

銅造十一面観音立像（ 龍蔵寺蔵）
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　 ③近世の白河　 －白河藩の成立と大名変遷－

　 ア　 白河の会津支配と白河藩の成立

　 白河結城家が奥羽仕置で改易されると 、 白河は会津を領した蒲

がも

生

う

氏

う じ

郷

さ と

の領地となり 、 家

臣の関

せき

一

かず

政

まさ

（ 豊

と よ

盛

もり

） の支配と なった。 天正18年（ 1590） から寛永4年（ 1627） までの約

40年にわたり、 白河は会津領に組み込まれ、 領主は蒲生氏－上杉氏－蒲生氏（ 再封） と

変遷した。 再度の蒲生時代（ 1601 ～ 27） に城郭の改修と町割がある程度進められた。 以

前から文字資料（『 白河風土記』、『 白河古事考』） と しては城代の町

まち

野

の

繁

し げ

仍

より

・ 幸

ゆき

和

かず

時代に城

郭の改築と町割の進展が知られていたが、『 白河風土記』 に記載のある 「 慶長古図」 と称

される当該期の絵図の存在が確認されていなかった。 しかし、 近年「 慶長古図」 とみられ

る絵図（「 白河城之図」 宮城県図書館蔵） が発見され、 城郭には土塁（ 一部には石垣） が

巡らされ、 城下町の形も基礎的な部分は成立していることが明らかとなった。

　 これにより 、 再度の蒲生時代に基礎的な城郭と町割が形成され、 その形を基礎として初

代白河藩主丹

に

羽

わ

長

なが

重

し げ

が寛永4年から同9年（ 1627 ～ 32） にかけて小峰城の大改修と町割の

改修を行い、 現在の形につながる白河の城郭と城下町が形成されたといえる。

　 イ　 白河藩の成立と小峰城・ 城下町の完成

　 寛永4年（ 1627）、 会津藩主蒲

がも

生

う

忠

ただ

郷

さ と

が嗣子の無いまま死去し 、 領地を没収されたこと

により会津藩の領地の再編がなされ、 白河は10万700石をもって白河藩と して独立した。

この初代白河藩主となったのが丹

に

羽

わ

長

なが

重

し げ

である。

丹羽家時代の白河藩領図　（ グレー部分） 10万700石
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　 長重は、 織田信長の重臣で安土城造営総奉行を務めた丹

に

羽

わ

長

なが

秀

ひで

の子で、 豊臣政権下では

領地を削減され、 関ヶ原合戦で改易されたが、 のちに大名として復活して転封を重ね、 白

河藩に封ぜられた。

　 長重は、 すぐに城郭改修に取り掛かり 、 約4年の歳月をかけて寛永9年（ 1632） に小峰

城の大改修を完成させた。 これにより 、 小峰城は東北地方にはまれな石垣を多用した強固

な城郭に変貌を遂げた。

　 この改修は、 幕府の命であるともされ、「 奥州の押さえ」 として北の諸大名へ備え、 江

戸の防衛の一翼を担う重要な地と認識されていたことがうかがえる。

　 この地理的重要性は歴代の藩主にも認識されており 、 幕末には戊辰戦争において奥羽越

列藩同盟軍と新政府軍が小峰城の掌握を巡って戦いを繰り広げている。

　 長重は、 城下町の町割も行い、 城下の水路を設けるとともに、「 大

だい

工

く

町

まち

」「 金

かな

屋

や

町

まち

」 など

の職人に関わる町を置き、 現在の白河まで約390年にわたりほぼそのままの形を伝える町

割を行った。

奥州白河城絵図（ 正保城絵図）　 国立公文書館蔵
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　 ウ　 白河藩の歴代藩主と松

まつ

平

だいら

定

さ だ

信

のぶ

　 丹

に

羽

わ

長

なが

重

し げ

の死後、 嫡子の光

みつ

重

し げ

が家督を相続し、 のち二本松に転封されてからは譜代・ 親

藩の大名が封ぜられ、 榊

さかき

原

ばら

・ 本多・ 松平（ 奥

おく

平

だいら

）・ 松平（ 結城）・ 松平（ 久

ひさ

松

まつ

）・ 阿部の7

家21代の大名が白河藩主を務めた。

　 歴代藩主は城下の寺社に寄進も行ったが、 中でも中世の白河領主結城家の氏神であった

鹿嶋神社は尊崇を集め、 歴代藩主が寄進を行っている。 本

ほん

多

だ

忠

ただ

義

よし

は、 明暦3年（ 1657） に

城下の総鎮守である鹿嶋神社に神輿を寄進し、 現在に続く 「 提灯まつり （ 鹿嶋神社例大

祭）」 の端緒となった。

　 目まぐるし く 入れ替わった白河藩主の中で、 最も長い82年（ 4代） にわたって白河を治

めたのが松平（ 久松） 家であり 、 中でも白河に大きな功績を残したのが松

まつ

平

だいら

定

さだ

信

のぶ

である。

定信は、 徳川将軍家の一門、 田

た

安

やす

宗

むね

武

たけ

の七男と して生まれたが、 17歳の安永3年（ 1774）

に白河藩主松

まつ

平

だいら

定

さだ

邦

く に

の養子となり 、 天明3年（ 1783） に家督を相続した。

　 相続直前より東北地方には「 天明の飢饉」 と呼ばれる大規模な飢饉が発生したが、 定信

は米穀の確保などの迅速な対応を図り 、 領内からは飢饉による餓死者を出さなかったとい

う 。 文化13年（ 1816） 頃記された自叙伝である「 宇

う

下

げの

人

ひと

言

こ と

」 には、「 予が領国は死せるも

のなし といへり 。 されど餓死せざれども、 食物あし く て死せるものはありけんかと思へ

ば、 いまも物く るし 」（ 松平定光校訂『 宇下人言・ 修行録』 昭和17年（ 1942）、 岩波書店）

と 、 餓死した者がなかったことに安堵しながらも、 食料不足により病気になって死んだ者

がいたのではないかと心を痛めている。

　 このよう な家督相続当初の難局を乗り切った定信の評価は他藩や幕府にも伝わり 、 老中

田

た

沼

ぬま

意

おき

次

つぐ

とその一派の失脚後の天明7年（ 1787）、 老中に抜擢された。 翌年には幼い将軍

家

いえ

斉

なり

（ 11代） の補佐も兼ねた定信は「 寛政の改革」 を行い、 幕府の立て直しに尽力した。

改革は一定の成功を収めたが、 定信は寛政5年（ 1793） に老中を退き、 以後は隠居する文

化9年（ 1812） まで約20年にわたり白河藩政に専念することになる。

松平定信時代の小峰城　 復元CG 木造復元三重櫓・ 前御門
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　 エ　 定信の白河藩政

　 定信は、 家督相続直後に家臣・ 領民に対して倹約を命じるとともに、 家臣には武芸を奨

励して武備祭（ 武装し て行列し、 非常時に備える） を復興した。 また、 藩校を拡張して

「 立

り っ

教

きょ う

館

かん

」 をつく り 、 庶民のための学校「 敷

ふ

教

きょ う

舎

し ゃ

」 も城下白河と領内の須

す

賀

か

川

がわ

の2箇所

に設けて藩校教授や町人に講義を行わせ、 人材育成にも努めている。

　 荒廃した農村の復興にも力を注ぎ、 飢饉対策として、 米穀を貯蔵させる郷

ごう

蔵

ぐら

の設置、 人

口増加策として間引きの習慣を改めさせた。

　 また、 間引きの影響で領内には女子が少なかったため、 越後から女性を招いて資金を支

給し、 領内の男性と婚姻させた。 また、 子供が生まれると養育金を支給するなどの対応策

の結果、 10年で3,500人の人口増の成果がみられた（ 田

た

内

う ち

親

ちか

輔

すけ

『 御行状記料』 より 「 天明

五年より寛政四年の領内人口増」『 白河市史七』 所収）。

　 諸産業では、 専門家を招いて技術を取り入れ、 町人に織物や漆器、 製茶、 和紙、 キセル

製造等を行わせ、 織物等では希望する下級家臣の妻女にも行わせたという 。 藩領内の商人

町である須賀川町（ 現在の須賀川市） ではガラス製造も行ったと伝えられる （『 須賀川市

史七』）。

　 陶器では、 白河藩付きの瓦職人を瀬戸などへ修行に派遣し、 陶器製造を行わせた。 この

陶器は藩の献上品などに用いられるよう になったという （『 白河市史二』）。 また、 江戸時

代初期からと伝えられる馬産（ 馬市） の規制を緩和して奨励したともいう 。

　 オ　 定

さだ

信

のぶ

の主な文化事業

　 定信の文化芸術の素養は、 和歌や絵画、 書、 執筆活動をはじめ、 茶道、 雅楽、 国学、 蘭

学等にまで多岐にわたり 、 当代一流の文化人としても知られている。

　 例えば『 集

し ゅう

古

こ

十

じ っ

種

しゅ

』（ 全85巻） は、 古物の価値を見出し 、 全国の古器物等を調査して日

本初の文化財図録として編纂・ 出版したものであり 、 この他にも 『 古

こ

画

が

類

るい

聚

じ ゅう

』 等の古画の

研究を行い、 焼失した京都御所の調査を実施して古制に則り再建したことは故実研究の成

果の一端である。

　 また、 父田

た

安

やす

宗

むね

武

たけ

の雅楽研究を引き継いで研究を行い、 楽曲の復古を行ったことも知ら

れ、 幕府に関すること では、 幕府の公式記録である 『 徳

と く

川

がわ

実

じ っ

紀

き

』、 大名、 幕臣の系譜集

『 寛

かん

政

せい

重

ちょ う

修

し ゅう

諸

し ょ

家

か

譜

ふ

』 編纂のきっかけをつく るなど、 日本史上重要な文化的事業も多い。

　 一方、 白河藩における文化事業も数多く あげられる。 定信は、 江戸・ 国元である白河で

合計4箇所の庭園と 南湖を築造し ている。 そのう ち現在唯一残る南湖は、 定信の「 士

し

民

みん

共

きょ う

楽

ら く

（ 武士も庶民も共に楽しむ）」 の理念をもとに、 大名庭園の要素を取り 入れたもの

で、 当時造られた大名庭園と異なり 、 場所を仕切り 、 囲む柵が設けられず、 いつでも誰で

もが利用できる場所であった。
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　 また、 領内にある白

し ら

河

かわの

関

せき

跡

あと

の場所が長い間不明となっていたのを、 古文献の調査や古

老への聞き取り をもとに現在地が白河関跡であると断定し 、 あるいは領内の名所古蹟につ

いて調査した『 近

きん

治

じ

可

か

遊

ゆう

録

ろく

』 を編纂させた。 さ らに、 文政元年（ 1818） には、 藩校教授

に編纂させた、 近世以前の白河の歴史を明らかにする『 白

し ら

河

かわ

古

こ

事

じ

考

こ う

』 が完成している。
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　 カ　 幕末の白河藩

　 定信の跡は嫡男の定

さだ

永

なが

が相続し 、 松平（ 久

ひさ

松

まつ

） 家は文政6年（ 1823） に桑名に転封と

なった。 この転封は桑名の松平（ 奥

おく

平

だいら

） 家を武蔵国忍

おし

に、 忍の阿部家を白河に移すとい

う 、 いわゆる「 三方領知替」 の形であった。 白河に入った阿部家は、 3代将軍徳

と く

川

がわ

家

いえ

光

みつ

の

時代に阿

あ

部

べ

忠

ただ

秋

あき

が老中となって以来、 白河に移るまで計5人の老中を輩出した譜代大名の

名門であったが、 当時は老中の職に昇進する前に死去する当主が続いており 、 白河転封後

にも早世の当主が続き、 あわせて財政難や凶作による飢饉などが続いたため、 藩主主導に

より一貫した方針のもとで藩政を行う ことが困難であった。

　 しかし、 幕末に一族である旗本阿部家から養子に入り 、 藩主となった阿

あ

部

べ

正

まさ

外

と う

は、 旗本

時代には孝

こ う

明

めい

天皇の妹である和

かずのみや

宮と 13代将軍徳

と く

川

がわ

家

いえ

茂

し げ

との婚姻（ 和宮降嫁） の御用を務

め、 直後に神奈川奉行や外国奉行を務めて諸外国の交渉を担当し、 その実績が幕府から評

価されて元治元年（ 1864） 3月、 白河藩主阿部家の家督を継ぎ、 同家と して6人目の老中

古関跡碑（ 白河関跡、 松平定信建立）長谷川周春「 松平定信像」（ 部分）

（ 白河市歴史民俗資料館蔵）

白河城三郭御園北面之図模本（ 国立国会図書館蔵）
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となり外国御用取扱を命じ られた。 そのため翌慶応元年（ 1865）、 米英仏蘭の4カ国が兵

庫（ 神戸） 開港を幕府に迫った際には直接交渉を担当し、 緊急を要する事態であるために

朝廷の了解を得ず、 幕府の独断で開港を決断する方向に導いた。

　 しかし、 このことが朝廷の不満を招き、 老中罷免・ 官位剥奪の処罰を受け、 蟄居謹慎を

命じられて白河から棚

たな

倉

ぐら

への転封を命じられた。

　 白河はその際に後任の大名が入らず幕府領となり、 戊辰戦争勃発後に新政府領となる

が、 城主がいないにも関わらず、 白河は交通の要衝であったため、 会津藩や仙台藩を中心

とする奥羽越列藩同盟軍と新政府軍による拠点の争奪戦が約3 ヶ月にわたって繰り広げら

れた（ 白河口の戦い）。 その死傷者は1,000人を超え、 これは会津戦争の犠牲者より も多い

数であった。

　 キ　 白河藩領の町と村

　 江戸時代初期の白河藩領は、 現在の郡

こおり

山

やま

市

し

、 三

み

春

はる

町

まち

を含む範囲に及んでいたが、 領主の

転封が繰り返された結果、 また松平（ 久松） 家以降、 領地が分散化（ 他国に飛領が与えら

れる） し、 18世紀中頃には現在の西白河郡・ 岩瀬郡を中心とする地域に固定化さ れてい

く 。

　 地域の支配は、 18世紀半ばの松平（ 結城） 家時代を例に取ると、 月番家老の下、 町奉

行（ 寺社奉行兼帯） と郡代奉行がおり 、 郡代奉行の下に郡代元締、 その下に代官などが置

かれたことが分かる。 また、 幕末の阿部家時代には、 家老の中で郷中用掛家老と勝手郷中

用掛家老という 支配と財政の2系統の家老の下、 地域支配が行われている。 一方、 町や村

には数箇村を統括する大庄屋の下に庄屋（ 時期により肝煎・ 名主と も称した） などがい

た。

　 村の支配は代官の下、 大庄屋がおり 、 各村に庄屋・ 組頭・ 百姓代といういわゆる「 村方

三役」 が村役人として支配の末端を担っていたことが知られる。

　 町については、 江戸時代後期の白河の城下町を例に取ると、 各町とも町と村との双方の

性格を持ち合わせていたため、 村方の側面は大庄屋が各町の「 年貢庄屋」 を支配する形

式、 町方の側面では町年寄や検断の下に「 町方庄屋」 が置かれて支配を行っており 、 各町

に2人の庄屋（ 町方・ 年貢方） が存在していたことが知られている。

　 ク　 白河市の周縁地域の歴史

　 現在の白河市は1市3村が合併して平成17年（ 2005） に誕生した市であるが、 特に江戸

時代中期の寛保元年（ 1741） に越後から白河に移った松平（ 久松） 家が旧領越後に半分

近く の領地を残した状態で領地を与えられた関係で、 それ以降の白河藩領の中心は白河周

辺の郡のみに縮小した。 そのため、 旧3村にあたる各地域で支配が異なっており 、 歴史も
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異なっている。 ここで江戸時代中期以降の各地域の歴史を概観する。

　 Ａ 　 表

おもてごう

郷地域の歴史

　 表郷地域は、 寛保元年（ 1741） の白河藩の領主交代

でほぼすべてが越後高田藩の飛領となり 、 陣

じん

屋

や

（ 浅

あさ

川

かわ

、

のち釜

かまのこ

子） の支配を受けた。 寛政7年（ 1795） に高田藩

領で勃発した百姓蜂起「 浅川騒動」 は不満をもつ農民達

が神社に結集し、 浅川陣屋へ向かった騒動である。 表郷

地域でも騒動に参加した村々の百姓に首謀者がおり 、 捕

らえられて処罰さ れている。 その後、 文政3年（ 1820）

に一部が幕府領となって幕末を迎えた。

　 幕末には戊辰戦争の戦いが白河に迫り 、 新政府軍が小

峰城を押さえ、 戦力を増強してく ると棚

たな

倉

ぐら

城

じ ょ う

への攻撃が

開始され、 白河から棚倉への街道筋にあたる表郷地域は

列藩同盟軍と新政府軍の最前線として戦場となり 、 双方の軍から物資・ 資金供出を求めら

れ、 戦闘時に家が新政府軍の各藩の宿営になり 、 あるいは人夫としてかり出された者が戦

闘時の流れ弾により死亡するなど、 戦いに巻き込まれている。

　 Ｂ 　 大

たい

信

し ん

地域の歴史

　 大信地域についても寛保元年（ 1741） の白河藩の領主交代で高田藩領と白河藩領に分

かれたが、 多く はそのまま白河藩領であり 、 一部が高田藩領、 そして幕末に幕府領になっ

ている。

　 白河藩阿部家が棚倉に転封となったのちは、 白河藩領は幕府領となったので、 大信地域

の旧白河藩領も幕府領に編入され、 代

官の支配に置かれた。

　 寛政7年（ 1795） の「 浅川騒動」 に

おける同地域の高田藩領の村々の百姓

による蜂起は確認されていないが、 駒

付役を務めていた中

なか

新

し ん

城

じ ょ う

村

むら

の小

こ

針

ばり

十

じゅう

次

じ

右

え

衛

も

門

ん

宅が一揆勢の襲撃を受け、 諸

道具はもちろん、 柱の所々を大斧で切

られたり 、 庭木も散々に切られたりと

多大な被害を受けている。 その上に騒

動の一因が襲撃された大庄屋・ 駒付役

「 長州七番隊二分隊」 の墨書のある

木箱（ 白河市歴史民俗資料館蔵）

「 奥州御知行所之図」（ 上越市立高田図書館蔵　 榊原文書

『 大信村史』 資料編（ 上） より ）
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等への不信にあるとして、 役職を更迭されている。

　 幕末の戊辰戦争においては、 白河・ 会津街道（ 白河～会津若松） が大信地域を通ってい

たため、 奥羽越列藩同盟軍の最前線として、 仙台藩や会津藩など各藩の本営が置かれた。

そのため物資調達や輸送への協力を求められたほか、 進撃してく る新政府軍との戦いに巻

き込まれた。

　 Ｃ 　 東

ひがし

地域の歴史

　 東地域は、 寛保元年（ 1741） の白河藩の領主交代で全

村が白河藩領から高田藩領に移管さ れ、 浅川陣屋（ 浅川

町） の支配を受けるこ と と なった。 寛政7年（ 1795） の

「 浅川騒動」 では首謀者の多く は東地域の百姓であり 、 そ

の一人半十郎は藩より最高指導者とされ、 唯一打ち首に処

せられている。

　 高田藩は越後の居城（ 高田城） 周辺の領地より も、 奥州

の飛領の方が石高が多いという 変則的な領地支配であった

ため、 騒動をきっかけとして居城周辺の領地を増やすこと

を幕府に嘆願し 、 文化6年（ 1809） に村替えに成功してい

る。 この際に陣屋のあった浅川が幕領となったため、 陣屋

を当地域の釜

かまの

子

こ

に移し 、「 釜子陣屋」 が成立した。 陣屋は藩領の40箇村を支配し 、 釜子村

は地域の中心として栄えた。

　 戊辰戦争では遠隔地にあった本領高田との意思疎通が図れず、 陣屋詰めの藩士は藩の新

政府軍への帰順の方針に反し 、 周辺の藩と連携を取り奥羽越列藩同盟に与した。 藩士は会

津や白河、 棚倉などに出兵している。 その後、 新政府軍の攻勢にともない、 陣屋も攻撃を

受けて陥落したが、 藩士達は会津に逃れて戦いに参加し、 一部の藩士が戦死している。

　 ケ　 近現代の白河

　 戊辰戦争の戦乱を経て明治維新を迎えた白河とその旧藩領は、 明治2年（ 1869） 8月に

「 白河県」 が発足するまでの約1年間、 下野国の諸藩や白河に隣接する守山藩の臨時行政

機構による支配が行われた。

　 明治2年（ 1869） 6月には版籍奉還が実施され、 旧藩主は「 知事」 に改めて任命されて

いる。 藩領でない白河には同年8月、 白河県が発足し た。 管轄は9郡361箇村に及ぶもの

で、 県庁は町役人宅や寺院を使用し、 のちに旧小峰城内に新築されている。

　 しかし、 明治4年（ 1871） には早く も白河県は二本松県に吸収合併され、 直後に福島県

に合併された。

長伝寺（ 東釜子） にある戊辰戦

死者の「 忠干碑」
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　 なお、 この時期の明治4年（ 1871） 8月、 旧城下の本町には日本でも早期に入る県立白

河病院と医学講義所という病院と医学校が開設されている。 しかし 、 合併による白河県の

消滅や他所からの誘致運動があり 、 明治5年（ 1872） 2月には閉院し 、 わずか半年という

短期間の運営で終わった。

　 明治10年（ 1877） 代に全国的規模で広がった「 自由民権運動」 は、 福島県では三春の

河

こ う

野

の

広

ひろ

中

なか

が中心となって運動を繰り広げ、 田

た

村

むら

郡

ぐん

や耶

や

麻

ま

郡

ぐん

が活動の中心となっていた。 西

にし

白

し ら

河

かわ

郡

ぐん

や石

いし

川

かわ

郡

ぐん

、 河

か

沼

ぬま

郡

ぐん

、 安

あ

達

だち

郡

ぐん

は、 それに次ぐ運動の盛り上がりが見られた。 また、 白

河は県境の重要な街道の交差する地であったため、 自由民権運動を抑えよう とする権力側

にとっても重要な場所となっていた。

　 白河では代

だい

言

げん

人

にん

（ のちの弁護士） が自由党の側に立って活躍し、 草

く さ

間

ま

昇

のぼる

や阿

あ

部

べ

又

また

郎

ろう

、 伊

い

藤

と う

庄

し ょ う

蔵

ぞう

など、 20歳を超えたばかり の青年たちが活動していた。 また、 河野らを援助した

自由党の人物には、 白

し ら

坂

さか

宿から出た県議・ 白

し ら

坂

さか

庫

く ら

太

た

や道場小路で医院を開業していた赤

あか

坂

さか

多

た

計

け

乎

や

などがいた。 また、 白河の商人たちも自由党に協力していたとされ、 桑

く わ

名

な

清

せい

兵

べ

衛

え

や

安

やす

田

だ

新

し ん

助

すけ

、 常

とき

盤

わ

粂

く め

太

た

郎

ろう

、 小

こ

林

ばやし

権

ごん

右

え

衛

も

門

ん

らが警察によって検挙・ 拘留された。

　 明治22年（ 1889） 4月には、 町村制施行により 「 白河町」 が成立した。 当時の町の人口

は約1万1,000人であった。 同時に表

おもて

郷

ごう

地域には金

かね

山

やま

村

むら

・ 社

やし ろ

村

むら

・ 古

こ

関

せき

村

むら

が、 大

たい

信

し ん

地域には信

しの

夫

ぶ

村

むら

・ 大

おお

屋

や

村

むら

が、 東

ひがし

地域には小

お

野

の

田

だ

村

むら

・ 釜

かま

子

のこ

村

むら

がそれぞれ合併により誕生し、 のちの白河

市合併の前身となっている。

　 交通に関しては、 明治20年（ 1887） 7

月16日、 黒磯－郡山間に鉄道が開通し 、

上野と白河が約6時間半で結ばれた。 こ

の開通は、 同年に見られた皆既日食（ お

おむね関東甲信越・ 東北南部地域） の

1 ヶ月前にあたった。 国家的な事業とし

て取り組まれたこの観測は、 鉄道の開通

により 、 大型機材を持ち込んだ外国から

の研究者も訪れ、 見物人も多数来て賑

わったという 。

　 大正5年（ 1916） には白河と棚倉を結ぶ私鉄「 白

はく

棚

ほう

鉄

てつ

道

どう

」 が開通し、 石川町までを結ぶ

磐

いわ

城

き

鉄

てつ

道

どう

も計画されたほか（ 未開通）、 国道4号などの道路による交通網が整備さ れてい

く 。 しかし一方で、 旧奥州街道沿いの宿場は、 急速に通行量が少なく なっていった。

　 白河の中心的な商工業については、 製糸業があげられる。 明治20年（ 1887） に白

はく

清

せい

館

かん

と小

こ

峯

みね

館

かん

の製糸会社が創業し、 明治から大正を経て昭和初期の白河の工業を牽引してい

く 。

南湖駅に停車中の白棚鉄道の列車

（ 大正～昭和初期の絵はがきより ）
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　 また、 白河では藩政時代から馬市や馬せり が盛んであり、 明治9年（ 1876） に行われた

明治天皇の奥羽巡幸では、 小峰城跡で「 産

さ ん

馬

ば

天

てん

覧

らん

」 が催されている。

　 白河で全国的に著名であったのは売り馬

ば

喰

く ろう

と買い馬喰の直接交渉が行われる「 馬市」 で

ある。 町は大正3年（ 1914） に馬市場を町営とし、 馬で有名な奥州の最南端の市場として

盛んであった。 取引量は最盛期には1万頭にものぼり 、 全国に商圏が展開していたことが

知られる。

　 なお、 活況を呈し た白河の馬市であったが、 第2次大戦後の農業の機械化やモータ リ

ゼーショ ン等による馬産の衰えにより 、 昭和39年（ 1964） をもって幕を閉じた。

　 明治末から大正期にかけては、 日露戦争における講和条約締結の反対運動や民主主義運

動（ 大正デモクラシー） が全国的展開を見せたが、 白河においても明治38年（ 1905）9月、

講和反対の集会が小峰城跡で3,000人を集めて行われたほか、 普通選挙獲得運動では、 大

正9年（ 1920） 7月に尾

お

崎

ざき

行

ゆき

雄

お

や河

こ う

野

の

広

ひろ

中

なか

などを招いて岩

いわ

瀬

せ

郡

ぐん

・ 東

ひがし し らかわ

白川郡

ぐん

・ 西

にし

白

し ら

河

かわ

郡

ぐん

の選

挙民を中心に開催されている。 この後、 大正14年（ 1925） に普通選挙法の改正（ 25歳以

上の男子に選挙権を与える） が行われ、 西白河郡では改正直後に約4,000人だった有権者

が、 昭和3年（ 1928） には1万3,000人余りに増加している。

　 また、 大正7年（ 1918） に富山県から全国に波及した米騒動は白河でも発生したが、 白

河町の対応により米の廉売を実施し、 騒動は拡大せずに鎮静化するに至った。 なお、 行政

では大正末期の大正12年（ 1923） に郡制が廃止され、 大正15年（ 1926） に郡役所が廃止

されている。

　 昭和期は金融恐慌より始まり 、 白河でも明治末期に設立され、 大正の経済好況期に成長

した地元資本の4つの銀行のう ち、 3つが解散に追い込まれ、 有力商家も没落し て白河を

去る家が現れている（『 白河を駆け抜けた作家たち』 平成7年（ 1995）、 白河市歴史民俗資

料館）。

　 この恐慌によって、 裕福な商家を中心として芽生えていた白河の文化的な動きも、 有志

が所蔵品を持ち寄り開催した絵画展覧会や中央の画家への資金援助などの縮小や中止によ

り 、 白河の芸術文化も大きく 打撃を受けた（ 前掲『 白河を駆け抜けた作家たち』、『 文化の

力』 平成21年（ 2009）、 福島県立美術館）。

明治９ 年（ 1876） 産馬天覧の様子（ 個人蔵）

馬市の様子（ 昭和32年（ 1957））（ 個人蔵）
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　 こ う して白河も戦時体制に突入していく 。 戦時中、 白河は空襲被害を受けること はな

かったが、 勤労動員の白河高等女学校（ 現・ 県立白河旭高等学校） の生徒14名が郡山空

襲で多数犠牲になった出来事や、 学校での航空機部品製造に従事した体験が伝えられてい

る。 また、 西白河郡で戦争に召集され、 戦死したのは2,700人余りにのぼった。

　（ ２ ） 都市形成の歴史

　 日本では戦国時代末期に戦国大名によって、 武士・ 商人・ 職人を城下町に集住させ、 城

の防衛機能と共に行政都市・ 商業都市としての機能を持つ近世都市（ 城下町） が建設され

た。 現在の主要地方都市のルーツは、 ほぼこの時に始まっている。 白河市の市街地も、

「 白河城之図（ 慶長古図）」（ 宮城県図書館蔵） によれば、 少なく と も今から400年前の慶

長年間（ 1596 ～ 1615） に、 小峰城とともに城下町が形成され、 都市としての歴史を確認

することができる。

　 ①　 中世末期の小峰城下

　 白河という 都市は、 那須連峰を源とする阿

あ

武

ぶ

隈

く ま

川

がわ

とその支流である谷

や

津

ん

田

た

川

がわ

に挟まれた

東西に細長い地形上に築かれている。

　「 白河城之図」 によれば、 慶長6年（ 1601） 頃すでに小峰城とその城下町が奥州街道沿

いに形成されていた。 歴史文献上における白河という 都市の誕生である。 阿武隈川の流れ

は現在の会

あい

津

づ

町

まち

の南側と東側を流れ、 小峰城は阿武隈川を背に本丸・ 二之丸・ 三之丸が配

置されていた。 奥州街道沿いの城下・ 町屋群は、 城をカギ型（ 稲妻型） に取り囲むように
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築かれており 、 天

てん

神

じ ん

町

まち

・ 中

なか

町

まち

・ 本

もと

町

まち

・ 横

よこ

町

まち

・ 田

た

町

まち

等の城下通

とお

り五

ご

町

ちょ う

の骨格的町屋が成立し

ている様子を知ることができる。 また、 慶長古図には、 城下を取り 囲む土塁が確認され、

慶長年間（ 1596 ～ 1615） の城下は総構えとして機能したことが確認でき 、 その総構えは

戦国時代の領主である白河結城家時代まで遡る可能性も否定できない。

　 城下は、 生産手段を持たない武士が、 食糧などの生活物資を供給する商人や職人を城下

町に住まわせることによって成立していったのである。

　 このよう に、 白河という 都市は少なく と も今から400年前には現在の原型が整えられて

いる。

②　 近世の小峰城下

　 　 　 　 　 白河城之図（ 慶長古図） 宮城県図書館蔵

　 寛永4年（ 1627） に白河藩が成立し、 初代藩主となった丹

に

羽

わ

長

なが

重

し げ

は、 小峰城の大改修と

ともに城下町（ 町屋） の再整備、 阿

あ

武

ぶ

隈

く ま

川

がわ

の付け替え、 奥州街道のルート 変更（ 南側） な

ど、 現在の中心市街地の基礎を築いた（『 白河市史二』）。 元禄年間（ 1688 ～ 1704） にな

ると、 城下町の人口増加に対応するため、 城下の谷

や

津

ん

田

た

川

がわ

沿いにある南

みなみまち

町の町屋造成

（「 文政年間宿明細帳」 個人蔵） や新

し ん

町

まち

足軽屋敷の町屋への用途変更を行ったと推定される

（「 陸奥国白河城下絵図」 鎭國守國神社蔵、『 白河市史二』 所収）。 以後、 明治維新（ 1868）

までの240年間、 小峰城と城下町はほぼ変わることなく 、 西白河郡や石川郡、 岩瀬郡など

白河藩の政治経済の中心都市としての役割を担った。 天

てん

神

じ ん

町

まち

、 中

なか

町

まち

、 本

もと

町

まち

、 横

よこ

町

まち

、 田

た

町

まち

の
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通

と お

り五

ご

町

ちょ う

を中心とした町屋は、 武家地や周辺農村の人々の暮らしを支える商工業の集積地

として繁栄し、 中でも酒造・ 味噌・ 醤油などの醸造業は、 江戸時代後期の町絵図の職業記

載を見ると 、 各町に数軒ずつ存在するほか、 現在につながる系譜を持つ店もあり 、 それだ

けの消費が城下及び周縁部にあり 、 事業として長期に存続が可能であったことを示してい

る。

　 寛文5年（ 1665） の城下町人口は、 町人人口が7,500人（「 寛文五年宗門御改町中人高目

録」 個人蔵、『 白河市史六』 所収）、 武家人口もほぼ同数と推定すれば、 約1万5,000人程度

と類推される。 通り五町の町屋には白河藩内で生産された物資が集まり 、 定期的に「 六

ろく

斎

さ い

市

いち

」 が開かれていた。 六斎市は、 月6回開催され、 4日（ 本

もと

町

まち

と横

よこ

町

まち

が月替わり に開催）、

5日（ 横町）、 14日（ 本町）、 19日・ 24日・ 29日（ 天

てん

神

じん

町

まち

） の6回で開かれていた（『 白河市

史　 九』）。 六斎市は武家や町人、 周辺農村の人たちで賑わっていた。 現在の「 だるま市

（ 市

いち

神

がみ

祭

さ い

）」 は、 この六斎市が由来となっている。 六斎市の年の初めの市が「 市

いち

神

がみ

祭

さ い

（ 様）」

（『 白河風土記』） と して中

なか

町

まち

の高札場の側に市神を祀り盛大に開催され、 白河だるまなど

をはじめとした縁起物が売られた。

　 白河提灯まつり の起源も江戸時代初期の明暦年間（ 1655 ～ 58） であり （『 白河風土

記』）、 鹿

か

嶋

し ま

神

じ ん

社

じ ゃ

神輿が桜

さ く ら

町

まち

の御

お

旅

たび

所

し ょ

に遷座し、 旧暦の7月6日から8日までの3日間、 城下

の総町を神輿渡御が行われ、 現在まで約350年間にわたり開催されており 、 地域のコミ ュ

ニティ を高める場ともなっている。
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奥州白河城下全図（ 市指定重要文化財　 白河市歴史民俗資料館蔵）

城下町推定概念図
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③　 明治期の白河市街地

　 明治元年（ 1868）、 戊辰戦争により小峰城の一部が焼失し、 武家屋敷地も田畑へと変化

し町屋だけが残された（ 明治20年（ 1887） 8月測量地図）。 同年には、 現在の東北本線が

開通し 、 旧小峰城を南北に分断する形で、 旧三之丸に白河駅が設置された。 これにより 、

奥州街道沿いを中心とする都市構造から、 東北本線白河駅を中心とする都市構造に変化し

ていった。 駅舎が中

なか

町

まち

と本

もと

町

まち

に隣接して設置されたため、 江戸時代の城下町がそのまま近

代都市白河の中心市街地となっていった。 陸羽街道（ 国道4号） は、 旧奥州街道から西側

の旧原

はら

方

かた

街

かい

道

どう

に変更される。 明治22年（ 1899） には、 白河町として町制が施行され、 旧

小峰城内には白河町役場（ 中

なか

町

まち

） や裁判所（ 郭

かく

内

ない

）、 郡役所（ 道

どう じ ょ う こ う じ

場小路） 等の公共施設が

設置されていった。 また、 白河小学校（ 八

はち

幡

まん

小

こう

路

じ

） も明治19年（ 1886） に創立された。

　 鉄道開業により、 徒歩や馬などの陸路輸送から鉄道輸送へと変化し ていき、 明治42年

（ 1909） には白河電灯株式会社が設立さ れ、 各家庭に電気が灯るよう になる。 明治43年

（ 1910） には電話も開通し、 人々の営みも除々に近代化していく ことになった。
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「 福島県磐城国西白河郡白河町」 地図

国土地理院蔵

明治17年（ 1884） 頃の本町

（『 写真でみる白河のあゆみ』 所収）
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④　 大正・ 昭和初期の白河市街地

　 大正5年（ 1916）、 白河町と棚倉町を結ぶ白

はく

棚

ほう

鉄

てつ

道

どう

が開通した。 大正10年（ 1921） には

東北本線も築堤の上を走る大規模な付け替えが行われ、 白河駅舎も現在の地に新築され

た。 これにと もない、 小峰城跡二之丸・ 三之丸の堀や、 石垣が埋め立てされていく 。 ま

た、 市街地から南湖公園に通じる道路も整備された。 この頃、 市街地の東端に白河高等女

学校（ 現在の白河旭高校）、 西端に白河中学校（ 現在の白河高校） が設置される。 市街地

も郭

かく

内

ない

や昭

し ょ う わ

和町

まち

、 旭

あさひまち

町などに少しずつ広がっていく 。

　 また、 昭和初期には戦時体制の波が白河にも押し寄せ、 友

ゆう

月

げつ

山

ざん

に防空壕が設けられてい

る。

昭和初期の本町の様子（ 個人蔵） 昭和初期の白河駅前の様子（ 個人蔵）
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⑤　 昭和40年（ 1965） 前後の白河市街地

　 昭和36年（ 1961） 頃、 中心市街地を通っていた国道4号のバイパス道路が市街地の北側

に開通した。 また、 戦時中に白

はく

棚

ほう

鉄

てつ

道

どう

が休止となり線路が撤去されたことで、 戦後には日

本初のバス専用道路となり 、 モータリゼーショ ンの波が白河にも押し寄せてく る。 これに

ともない、 白河駅を中心とするバスによる公共交通網が周辺地域へと細かく 結ばれていっ

た。 また、 市街地部の人口増加にともない、 郊外の会

あい

津

づ

町

まち

、 金

きんし ょ う じ

勝寺、 八

はちり ゅう じ ん

竜神、 関

かん

川

せん

窪

く ぼ

、 石

いし

切

きり

場

ば

、 昭

し ょ う わまち

和町などに市営住宅の整備が行われていく ことになる。 昭和40年（ 1965） の旧

城下町エリアの人口は、 約1万5,300人である。

　 昭和39年（ 1964）、 自家用車や農業機械の普及などにより、 江戸時代以来盛大に行われ

てきた白河馬市が廃止された。 翌年には東京オリ ンピッ クが開催され、「 三種の神器」（ テ

レビ・ 洗濯機・ 冷蔵庫） と呼ばれた電化製品が普及、 上水道も整備されるなど、 生活様式

の変化が進み、 中心市街地には十字屋（ 昭和36年（ 1961））、 イト ーヨーカ堂（ 昭和45年

（ 1970）） などの大型店舗などが開店していった。
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⑥　 昭和50年（ 1975） 前後の白河市街地

　 昭和48年（ 1973） に東北自動車道が開通し 、 西郷村に白河インターチェ ンジが設置さ

れ、 昭和57年（ 1982） には東北新幹線開業にと もない新白河駅が市街地西側に開業し 、

高速交通時代に入る。 これにともない、 市街地も西側に大きく 拡大、 郊外の市営住宅も高

層化し ていき、 その周辺には宅地需要の高まり を背景に宅地化が進んだ。 昭和50年

（ 1975） の旧城下町エリアの人口は、 約1万3,100人である。
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⑦　 現在の白河市街地

　 平成10年（ 1998） に市街地を取り巻く 環状道路が完成し 、 新白河駅前や南

なん

湖

こ

上流地区

の市街地化が目立ってく る。 また、 ニュータウンの開発や工業団地に企業立地が進む一

方、 400年の歴史を持つ中心市街地では、 人口が減少し 、 空き店舗などが増加していく 。

さらに本格的な人口減少時代に突入した現在では、 郊外部も含んだ都市全体がスポンジの

よう に空洞化していく 傾向がみられる。 現在の市街地の都市構造は、 環状道路を中心に、

白河駅前地区、 新白河地区、 南湖公園地区の3つの部分を核と して成立しており 、 現在の

白河市の都市構造の大きな特徴となっている。

　 また、 大規模な災害とは無縁であった白河市に、 平成10年（ 1998） 8月27日未明に未曾

有の大水害（ 8.27水害） が起こり 、 堀

ほっ

川

かわ

や谷

や

津

ん

田

た

川

がわ

が氾濫し深刻な被害がもたらされた。

その後、 河川激甚災害対策特別緊急事業が採択され、 河川改修事業が行われたこと によ

り 、 谷津田川は市民に愛される憩いの水辺空間になった。
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　（ ３ ） 白河ゆかりの人物

　 ①結

ゆう

城

き

親

ちか

朝

と も

　

　 下野国の小山氏の一族である下

し も

総

う さ

結

ゆう

城

き

家

け

が源頼朝から白河と周辺地域を与えられたが、

その一族が白河に移住し白

し ら

河

かわ

結

ゆう

城

き

家

け

として成立し 、 鎌倉時代後期から戦国時代の白河を治

めた。

　 結城親朝は、 白河結城家の祖・ 結

ゆう

城

き

祐

すけ

広

ひろ

の孫にあたり、 興国～正平年間（ 1340 ～

1369）、 白河結城家の分家である小

こ

峰

みね

家

け

を創設し 、 現在の小峰城跡（ 国の史跡） の端緒と

なる城郭を小

こ

峰

みね

ヶ

が

岡

おか

と称される丘陵に築いたと伝えられる。

　 ②丹

に

羽

わ

長

なが

重

しげ

【 元亀2年（ 1571） ～寛永14年（ 1637）】

　 織

お

田

だ

信

のぶ

長

なが

・ 豊

と よ

臣

とみ

秀

ひで

吉

よし

に仕えた丹

に

羽

わ

長

なが

秀

ひで

の子とし

て元亀2年（ 1571） に岐阜で生まれた。 15歳で

父・ 長秀が没した後は越前・ 若狭両国と加賀・ 近

江123万石を継いだが、 天下を取った豊臣秀吉の

勢力削減策により 、 二度に渡り 石高を減ら さ れ

た。 そして、「 関ヶ原の戦い」 の直前、 前

まえ

田

だ

利

と し

長

なが

（ 徳川方） と争い、 徳

と く

川

がわ

家

いえ

康

やす

に城地を没収された。

　 家康が征夷大将軍と なり徳川幕府が成立する

と、 常陸国古

ふっ

渡

と

1万石を与えら れて大名に復活

し、 2代将軍秀

ひで

忠

ただ

の信頼を得て、 奥

おう

州

し ゅう

棚

たな

倉

ぐら

に移

封、 棚倉城を築城したが、 完成を見ないまま白河

へ移封し、 初代白河藩主となった。

　 白河入封後は、 直ちに侍屋敷の拡張を行い、 その後小峰城の大改修に着手した。 城下町

の改修・ 整備なども行い、 現在の白河市街地の基盤を築いた。

「 丹羽長重像」（ 部分）

（ 白河市歴史民俗資料館蔵）
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　 ③本

ほん

多

だ

忠

ただ

義

よし

【 慶長7年（ 1602） ～延宝4年（ 1676）】

　 播磨姫路藩主・ 本

ほん

多

だ

忠

ただ

政

まさ

の三男と して生まれ、

大坂の陣にも若年で加わった。 寛永3年（ 1626）、

忠政が病没すると遺言により、 播磨国のう ち4万

石を分与され、 寛永8年（ 1631） には兄・ 忠

ただ

朝

と も

か

ら1万石分与さ れ、 都合5万石を与えられた。 そ

の後幾度かの転封を経て、 慶安2年（ 1649）、 越

後村上から 白河に入封し た。 明暦3年（ 1657）、

白河の総鎮守・ 鹿

か

嶋

し ま

神

じ ん

社

じ ゃ

に鹿嶋神社神輿（ 市指定

重要文化財） を奉納。 隔年で9月に開催さ れる

「 提灯まつり 」 は、 この神輿の寄進により始まっ

たと伝えられている。

　 ④松

まつだいら

平定

さ だ

信

のぶ

【 宝暦8年（ 1758） ～文政12年（ 1829）】

　 8代将軍徳

と く

川

がわ

吉

よし

宗

むね

の二男田

た

安

やす

宗

むね

武

たけ

の子で、 吉宗の孫にあたる。「 天明の大飢饉」 があっ

た天明3年（ 1783） に家督を継ぎ、 白河藩主に就

任。 この凶作を乗り切るため、 各地から米穀を買

い入れ、 藩内の裕福な町人や農民に対し、 生活が

苦しい者に米を寄付することを奨励し 、 その被害

を最小限に食い止めた。

　 白河藩政の手腕が評価さ れ、 天明7年（ 1787）

に幕府の老中首座に就き、「 寛政の改革」 を行っ

た。 老中を辞任すると再び白河藩政に専念し、 労

働人口を増やす政策を積極的に行い、 南

なん

湖

こ

の築造

や新田開発も行う ことで、 農民を救済した。

　 また、 農業だけではなく 、 諸産業の育成にも力を入れ、 織物や漆器、 陶器、 製茶、 和

紙、 酒造、 馬産、 植林など、 さまざまな産業を育成した。

本多忠義「 山水図」

（ 白河市歴史民俗資料館蔵）

長谷川周春「 松平定信像」（ 部分）

（ 白河市歴史民俗資料館蔵）
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　 ⑤谷

たに

文

ぶん

晁

ちょ う

【 宝暦13年（ 1763） ～天保11年（ 1840）】

　 江戸時代後期の日本画家で、 丸

まる

山

やま

応

おう

挙

きょ

・ 狩

か

野

のう

探

たん

幽

ゆう

とともに「 徳川時代の三大家」 に数え

られている。 文晁は、 松平定信の生家・ 田安家の家臣だったが、 寛政4年（ 1792）、 幕府

老中在任中の定信付きの家臣となった。

　 文晁は、 定信の命により 「 集

し ゅう

古

こ

十

じ っ

種

し ゅ

」 や「 古

こ

画

が

類

るいじゅう

聚」 の編さんに携わりながら、 亜

あ

欧

おう

堂

どう

田

でん

善

ぜん

や大

おお

野

の

文

ぶん

泉

せん

など、 白河藩や周辺の絵師たちの指導や育

成を行った。

　 文晁も定信に従って何度か白河を訪れ、 アト リ

エ「 小峰山房」 を構え、 活動した。 定信が小峰城

内の三之丸に築造した庭園「 三郭四園」 を描いた

作品が白河に伝わっている。（ 右図）

　 また、 白河だるまの意匠は、 文晁が下絵を与え

たものがルーツだと いわれ、 市

いち

神

がみ

祭

さい

（ 旧正月14

日の初市） で売られる縁起物として名を広めた。 市神祭は、 現在「 だるま市」 と名称を変

えて行われている。

谷文晁「 楽翁公白河御下屋敷真景図」

（ 白河市歴史民俗資料館蔵）


